
 

 

 

 

 

 

    令和５年度実施 学力調査結果と課題について 

校長 橋本 良典   

今年度、４月と５月に実施された、全国学力学習状況調査【以下、全国学調】

（３年生…国語・数学・英語）及び、埼玉県学力・学習状況調査【以下、県学調】（１年生…

国語・数学、２・３年生…国語・数学・英語 ※出題範囲は、概ね前学年の内容から）の結

果と分析がまとまりました。 

さて、本校の平均正答率を全国や県、市と比較すると、全国学調では、すべての教科で市

の平均正答率以上の結果が得られ、さらに全国・県の平均正答率を上回る教科がありました。

そして、県学調では、県、市の平均正答率いずれかを上回っている教科は、（１年生２教科・

２年生３教科・３年生３教科 合計８教科から比較すると･･･。）５教科。６２．５％の教科

（令和４年度･･･４教科。５０％）で上回っているという結果が得られました。特に県学調で

は、生徒一人一人が「どれだけ自分が伸びたか」という点が目的ですので、個別の伸びにつ

いて着目することが大切ですが、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、本

校の平均正答率と生徒や地域の実態を鑑みて、全国や県、市の平均正答率についても注視し

て学力向上に努めなければならないと考えております。 

下記は、県学調の質問紙調査（学習や生活に関するアンケートのような調査）において、

本校の生徒が回答した内容を一つ一つ分析して、仮説をたて、浮き彫りになった課題の解決

に向けた方策です。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙 ～新体制発足に向けて～ ※個人名の掲載は控えさせていただきます。 

 ９月８日（金）に生徒会役員選挙（立会演説会及び投票）が行われました。会長に２年生 

４名、副会長に１年生５名が立候補しました。立候補した生徒の皆さんの演説は、希望と期 

待を感じる素晴らしい内容でした。投票は実際の選挙と同じように、記載台で投票用紙に記 

入し、投票箱に入れる形式で行いました。 

開票結果は後日発表され、会長に（  ）さん（２年）、副会長に（  ）さん（２年）、 

（  ）君（１年）が選出されました。今後、新生徒会本部を組閣し、１０月６日（金）の 

生徒会引継ぎ式から、新体制でのスタートとなります。新たに選出された人たちは、意欲を 

もって立候補したけれど残念ながら当選をしなかった人や、その人を応援したり投票したり 

した多くの生徒に対する責任もあります。新生徒会本部と後期専門委員会の活躍を期待して 

います。 

 

 

 

 

 

 

生徒一人一人のよさを見極め、称賛し、夢と希望を育む学校 

南中だより 10月号 
羽生市立南中学校 

令和５年１０月 ２日発行 
 

日 曜日 予   定 日 曜日 予   定 

１ 日  16 月 振替休業日（10月 14日分） 

２ 月 衣替え 17 火 北埼玉地区駅伝競走大会 

３ 火 部活動停止期間（6日から再開） 
18 水 

５時間授業 

東部教育事務所支援担当訪問 ４ 水 登校指導日 

５ 木 ５時間授業 19 木 ５時間授業 市内音楽会 

６ 金 
第 2回到達度テスト 

生徒会引継ぎ式 

20 金  

21 土  

７ 土  22 日  

８ 日  23 月 後期時間割開始 学校保健委員会 

９ 月 スポーツの日 24 火 職場体験学習（2年） 

10 火 
学校運営協議会 

臨時歯科健診（1年 4組，2年 3，4組） 

25 水 青少年健全育成フォーラム 

26 木 新人体育大会壮行会 

11 水 生徒会専門委員会 27 金 進路説明会⑤⑥ 

12 木 新人体育大会（陸上） 28 土  

13 金 新人体育大会（陸上） 29 日  

14 土 合唱コンクール ※弁当持参 30 月  

15 日  31 火 三者面談（特別日課） 

自己啓発の日：11日、18日、25日、30日   下校指導：25日 

【家庭生活全般等で保護者に協力をいただく３策】 

・テレビ、インターネット、ゲーム、スマホなどのルール確認やマナーの遵守 

・平日、土日の学習時間の拡充 

・お子さまの将来（未来）の為に保護者として必要な支援の在り方と見極め 

【教員が努める授業改善や学力向上５策】 

・課題や問題について、考えさせる（生きて働く）発問の工夫 

・授業の中で生徒が自己肯定感を高められるような手立て（称賛する）や指導をする 

・学習の振り返りの重視と見直しを習慣化させる 

・対話的な活動を積極的に取り入れて、まとめは、個々で考えさせるなど、個に帰着させる 

・タブレットや ICTの効果的な活用 

 


